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2019 年度日本教育情報学会国際交流研究会に参加して 

 

１． はじめに 

 私は今回 10 月 20 日に曲阜師範大学の日照キャンパスで開催された「2019 年度日本教

育情報学会国際交流研究会」に参加させていただいた。参加させていただくきっかけは、

私の父の知人が日照キャンパスの日本語学科の先生と知り合いで、その日本語学科の韓慧

先生に招待していただいたことである。研究会では、曲阜師範大学での留学生活について

現状や課題を発表した。今回のレポートではこの研究会についてと参加してみての感想を

述べる。 

  

（研究会の会場の様子）        （日照キャンパスの曲阜師範大学） 

２． 研究会の内容 

 研究会のスケジュールは主に左の写真の通りである。

観覧席には日照キャンパスの日本語学科の学生が座って

おり、日本教育情報学会会長の方や大学の先生方がそれ

ぞれ研究発表し、中国と日本の学生の国際交流について

のディスカッションが行われた。 

 発表内容は幅広い分野に及んでおり、日本における外

国人留学生についての発表や、中国での中高の日本語教

育についての発表、また日本における中国人看護師の受

け入れパターンなど日中の交流に限らず医療や人材育成

についての研究発表もあった。 

 



３． 発表内容 

 私はまだ大学院生ではなく学部生であるため、韓慧先生から現在の曲阜師範大学での留

学生活や授業などの現状と課題について発表してほしいと言われたため、そのことに関す

る資料とパワーポイントを作成して発表した。発表内容は先月に提出したレポートの通り

である。発表は 15 分と限られていたため、伝えたかったことを重点的に発表した。 

 発表をし終えて他の方々に感想を聞くと、やはりまだまだ中国に留学する日本人の学生

は多くないようであり、私の本場中国において中国語を学習するメリットやデメリット、

日本と文化の違いなど生の感想に非常に興味を持っていただけた。 

また私が一番印象に残っていることは、ある方が「あなたみたいに中国に興味を持って

中国語を学習する方が増えて、中国語＋何か興味のあることを見つけることができたらそ

れはきっとあなたの最大の強みになるでしょう。」という言葉を私におっしゃってくださ

ったことである。確かに今は中国語を学習することを目的として留学をしている。今回の

研究会で発表している方々は中国語または「日本語＋自分の興味のあること」について研

究しており、私もこの方々のように中国語だけではなく誰にもない自分だけの強み持つこ

とが必要なことに気づかされた。 

  

（発表している時の様子） 

４． 参加してみての感想 

 先ほど上記で述べたように、この研究会に参加してみて一番の大きな収穫はやはり「中

国語＋自分の興味のあること」をみつけることの重要さについて気づけたことである。留

学生活も残り約２か月となったが中国語学習に励むと共に、生活の中で日本とは違う新し

いことを見つけ自分の興味のあることについてより一層深く考えていきたいと思う。 

 また今回の機会で、日照キャンパスの日本語学科の学生と交流する機会があった。彼女

たちも私と同じように相手の言語や文化に興味があり熱心に学習している姿は非常に刺激

的だった。二年前の文化・語学研修で日照キャンパスを訪れたことがあったため、今回日

照を案内していただいた際は懐かしく素敵な場所だと改めて実感した。 

 このような機会を与えてくださった方々に感謝し、これからの留学生活、そして就活や

これからの人生に活かしていきたいと思う。 


